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回
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の
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E
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L
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回
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間
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京
都
帝
国
大
撃
瞥
事
部
整
形
外
科
墜
教
室
（
伊
藤
敬
授
指
導
〉

士口

官
回

正

緒

現
今
整
形
外
科
皐
手
術
的
療
法
A

長
足
ノ
進
歩
ア
ナ
ジ
股
閥
節
強
直
並
ニ
整
復
－
一
封
ス

Y
手
術
方
法
ノ
如
キ
モ
其
術
式
多
様
－
一
シ
ア
各
々

利
害
得
失
ア

y
ト
雄
毛
、
要
A

該
疾
患
ノ
程
度
及
朕
態
－
一
腰
ジ
ア
術
後
ノ
機
能
侠
復
ヲ
完
全
ナ
ラ
ジ
ム
可
キ
方
法
ヲ
選
定
一
ス
可
キ
モ
ノ
ニ
シ
ア

是
ガ
鴻
メ
ニ
川
可
及
的
手
術
操
作
ノ
簡
易
ト
周
園
組
織
障
害
ノ
程
度
ア
僅
少
ナ
ラ
ジ
ム

Y
コ
ト
ヲ
主
眼
ト
セ
ザ

Y
可
カ
ラ
ズ
。

関
節
ノ
手
術
－
一
際
シ
ア
行
A

Y
、
最
初
ノ
皮
膚
切
開
ノ
部
位
、
方
向
A
該
手
術
ノ
全
課
程
－
一
重
要
ナ
Y
関
係
ヲ
有
ス
、
殊
一
一
股
閥
節
ノ
如
キ

厚
キ
軟
部
組
織
ノ
深
部
－
一
関
節
ノ
存
在
ス

Y
者
－
一
在

y
ア
A

皮
切
ノ
方
向
ノ
如
何
－
一
依

2
プ
A

関
節
骨
部
－
一
遼
ス

Y
時
間
ア
著
ジ
ク
短
縮
セ

ジ
メ
、
或
A
之
ヲ
遅
延
セ
シ
ム

Y
モ
ノ
ニ
シ
ア
手
術
時
間
ノ
遅
延
A
郎
チ
軟
部
組
織
ノ
損
傷
多
キ
ヲ
物
語
Y
モ
ノ
エ
ジ
ア
、
延
イ
ア

A
術
後
ノ

機
能
障
害
ヲ
残
ス
コ
ト
多
キ
モ
ノ
ナ
V

バ
、
皮
膚
切
開
ノ
方
向
A

常
－
一
関
節
露
出
－
一
最
モ
捷
径
タ

Y
可
キ
傍
件
ヲ
具
備
セ
ザ

Y
可
カ
ラ
ズ
、
従

来
行
A

V

タ
Y
関
節
授
働
手
術
ノ
皮
切
方
向
二
幾
多
ノ
方
法
ア

9
4プ
各
々
利
害
得
失
ア
リ
ノ
、
余
等
モ
亦
多
年
切
開
線
ノ
方
向
部
位
－
一
関
ジ
臨
床

上
ニ
之
ヲ
膝
用
シ
ア
便
利
ナ
リ
ノ
ト
思
考
セ
ラ

Y
、
方
法
－
一
開
ジ
ア
研
究
ヲ
怠
ラ
ズ
、
悲
－
一
従
来
行

Aν
タ
Y
諸
種
術
式
ト
異
ナ

v
y
一
新
皮
切

雷

信
用
問
答

F園、

臨
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士
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五
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一
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方
法
ヲ
案
出
セ
ジ
ヲ
以
ア
之
ヲ
報
告
シ
江
湖
－
一
推
奨
セ
ン
ト
ス
M
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

股
闘
節
脱
臼
聾
復
並
Z
授
働
手
術
エ
於
ケ
ル
皮
切
方
向
Z
閥
ス
ル
文
献

股
関
節
ノ
切
除
－
一
関
ジ
ア
A

一
七
六
九
年

2
2
5
当
E
Z
氏
其
手
術
ノ
可
能
性
ヲ
唱
導
し
V

是
ガ
動
物
質
験
ヲ
行
ヒ
タ

Y
ヲ
鳴
矢
ト
シ
、

一
八
一
二
年
ご
ざ
弓
者
E
g
氏
、
初
メ
－
プ
之
ヲ
人
種
－
一
腰
用
セ

y
、
印
チ
氏
ノ
皮
切
方
法
A

専
一
ブ
後
部
弓
版
切
開
ニ
依
Y

モ
ノ
ナ

y
ジ
ガ

】

L
Em。ロヴ
S
W
氏
出
グ
U
Y

ニ
及
ピ
氏
ノ
所
謂
外
縦
走
切
開
A

股
闘
節
授
働
手
術
－
二
新
生
面
ヲ
開
拓
セ

Y
ノ
観
ア
リ
ノ
、
郎
チ
手
術
牽
上
－
一
一
般
臥

セ
ジ
メ
タ

Y
患
者
ノ
患
脚
－
一
約
四
十
五
度
ノ
屈
曲
位
ヲ
採
－
プ
ジ
ム

Y
時
A

大
腿
骨
A

大
轄
子
及
腸
骨
後
上
肢
ノ
結
合
線
ノ
延
長
上
ニ
存
在
ス
、

此
線
－
二
致
ジ
ア
皮
膚
及
軟
部
組
織
－
一
切
開
ヲ
加
プ

Y
モ
ノ
ニ
ジ
ア
先
グ
大
碍
子
尖
端
ヨ

y
三
横
指
径
上
方
二
於
－
ア
皮
膚
、
筋
膜
、
大
中
小
磐

筋
ヲ
貫
通
し
V

骨
－
一
連
ス

Y
刺
創
ヲ
作

y
、
此
ノ
切
開
ヲ
上
記
ノ
結
合
線
一
一
合
致
セ
シ
メ
大
韓
子
ヲ
超
エ
大
腿
骨
上
－
一
及
プ
約
三
横
指
径
三
日
一

y

直
線
状
ノ
延
長
切
開
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ

9
、
一
方
膝
関
節
ニ
於
ア
屈
曲
セ
U
Y

脚
A

助
手
ヲ
ジ
ア
内
旋
セ
ジ
メ
、
大
時
子
－
一
於
ケ

Y
全
筋
ノ
附
着
部

及
大
腿
骨
頭
部
ニ
於
ケ

Y
関
節
嚢
附
着
部

A順
究
之
ヲ
剥
離
ジ
ア
関
節
骨
部
ニ
達
ス
U
Y

方
法
ナ

y
、

閉
じ
E
m
氏

A
F
a
gず
呉
氏
ノ
方
法

－
一
改
良
ヲ
加
へ
軟
部
組
織
ノ
剥
離
及
骨
部
ノ
露
出
－
一
氏
ノ
創
案
－
一
ナ

Y
方
法
ヲ
説
ケ
ド
毛
皮
切

A
F
E吉
宮
呉
氏
法
－
一
岡
県
ナ

Y

コ
ト
ナ
ジ
o

r
EZ
及

p
p
mr
南
氏
A

前
縦
走
切
開
ノ
便
利
ナ

Y

コ
ト
ヲ
設
ケ
w
y
、
郎
チ
氏
等
ノ
方
法
－
一
従
ヘ
バ
患
者
ア
背
臥
位
－
一
固
定
ジ
腸
骨
前
上

棟
ノ
下
方
－
一
於
－
f
一
横
指
径
内
方
－
一
始
9
、
下
方
一
一
向
ヒ
十
乃
至
十
二
糎
ノ
長
サ
ニ

一1
9
直
線
航
一
一
皮
切
ヲ
加
フ
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
縫
匠
筋
及
直

股
筋
A

其
内
縁
－
一
於
ア
遊
離
ジ
之
ヲ
外
方
－
一
索
引

γ
、
腸
腰
筋
ノ
外
線
A

内
方
－
二
宮
…
引
ジ
ア
開
節
嚢
ア
露
出
ス

Y

モ
ノ
－
二
三
プ
、
此
ノ
際
下
肢

ノ
屈
曲
外
旋
ヲ
行
プ
時
A

容
易
－
一
関
節
嚢
ヲ
認
メ
符
Y

コ
ト
ヲ
説
ケ
η
ノ。

国

5
5・
氏
A

腸
骨
前
上
椋
及
大
韓
子
ノ
中
間
二
於
ア
、
縫
匠
筋
ノ
外
縁
－
一
泊
ヒ
内
下
方
－
一
向
ヒ
斜
走
ス

Y
直
線
朕
ノ
切
開
線
即
チ
前
斜
走

切
開
法
ヲ
推
奨
ジ
、
同
2
P
2
氏
A

腸
骨
前
上
練
ヨ
η
ノ
縫
匠
筋
ノ
内
線
ヲ
大
腿
骨
上
－
一
其
ノ
三
分
ノ
一
ノ
部
一
一
蓮
ス
U
Y

長
キ
皮
膚
及
筋
膜
ノ
切

開
ヲ
有
利
ナ

y
ト
ナ
ジ
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
ノ
股
関
節
ノ
露
出
A

前
記
諸
種
ノ
方
法
ヨ
η
ノ
モ
容
易
ナ

y
ト
説
明
セ
リ
。

問。ログ
O

『
氏
A

更
－
一
後
部
有
角
切
開
法
ヲ
案
出
ジ
、
切
開
線
川
大
腿
骨
大
轄
子
ノ
後
面
基
底
部
－
一
始
η
ノ
大
韓
子
尖
端
ノ
後
方
－
一
向
ヒ
上
方
－
一



走
9
此部－一一炉、－
T

ノ
角
度
ヲ
ナ
ジ
ア
後
方
大
磐
筋
繊
維
ノ
方
向
ニ
一
致
ジ
ア
斜
－
一
内
上
方
－
一
走
リ
皮
膚
、
皮
下
脂
肪
組
織
及
大
啓
一
筋
々
膜
f
外
面

－
一
連
ス

Y
切
開
ヲ
加
へ
、
失
デ
大
及
中
磐
筋
、
骨
膜
等
ヲ
剥
離
U
J
a

プ
関
節
嚢
－
一
達
ス
グ
’
毛
ノ
ナ
リ
ノ
。

F
E
2
7
2
2
氏
A

関
節
嚢
外
切
除
術
ア
行
プ
二
営
9
腸
骨
櫛
－
一
沿
ヒ
其
一
糎
下
方
一
一
一
於
ア
腸
骨
前
上
抹
ヨ
タ
腸
骨
後
上
練
－
一
蓬
ス

Y
皮

切
ヲ
行
ヒ
、
前
上
椋
ヨ

y
夏
－
一
夜
角
－
一
前
下
抹
－
一
向
ヒ
切
開
線
ヲ
下
向
セ
シ
メ
之
ヲ
大
韓
子
基
底
部
迄
蓬
セ
ジ

ム
Y
切
開
法
ヲ
用
ヒ
タ
リ
ノ
。

閉山吉

2
2｝
氏
A

開
節
－
一
一
於
ケ

Y
病
竃
ノ
部
位
－
一
従
ヒ
二
様
ノ
切
開
方
法
ヲ
案
出
セ

y
、
即
チ
病
竃
ガ
韓
日
ノ
上
方
及
後
方
－
一
存
在
ス

Y
場

合
A

第

一
骨
穣
縁
切
開
術
ヲ
用
ヒ
、
疾
患
ガ
酔
臼
ノ
側
面
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
前
面
－
一
及
プ
場
合
及
ピ
股
関
節
－
一
屈
曲
及
内
特
－
一
封
ス

Y
鍾
縮
ア

y

場
合
－
－
A

第
二
骨
盤
縁
切
開
術
ヲ
用
ヒ
夕
刊
ノ
、
前
者
郎
チ
第

一
術
式
A

腸
骨
後
上
椋
ノ
稿
前
方
ヨ
η
ノ
始

y
腸
骨
櫛
－
一
沿
ヒ
前
上
線
－
一
達
ジ
是
ヨ

リ
更
－
一
下
方
－
一
向
ヒ
角
度
ヲ
ナ
シ
ア
屈
曲
ジ
、
披
鞘
張
筋
及
中
韓
筋
ノ
境
界
ヲ
下
行
ジ
ア
大
轄
子
－
一
達
ス

Y

モ
ノ
ζ

ジ
ア
、
後
者
印
チ
第
二
術

式
A

第
一
術
式
ト
同
一
部
位
－
一
始
リ
腸
骨
前
上
椋
迄
A

同
一
径
路
ヲ
採

y
、
此
部
ヨ
リ
夏
－
一
斜
－
一
内
下
方
－
一
走
Y

毛
ノ
ニ
ジ
ア
、
此
ノ
切
開
法

ニ
ヨ
リ
盤
痕
牧
縮
又
A

骨
盤
－
一
癒
着
セ

Y
軟
部
組
織
ヲ
下
方
－
一
嬬
轄
ジ
難
キ
時
A

該
切
開
線
ノ
腸
骨
前
上
椋
ノ
部
分
ヨ

y
大
縛
子
一
一
向
ヒ
夏

－
一
切
開
ヲ
加
7

Y
モ
ノ
ナ
η
ノ。

其
他
国
二
日
氏
ノ
所
謂
大
結
節
前
切
開
法
A

大
腿
骨
大
結
節
上
端
ノ
前
面
ヨ
リ
ノ
大
腿
骨
幹
ニ
並
行
ジ
約
八
糎
下
方
ニ
達
ス

Y
縦
走
皮
切
ア

行
ヒ
、
皮
切
ノ
方
向
一
一
澗
筋
膜
ヲ
切
開
ジ
衣
デ
中
及
小
啓
筋
ヲ
奉
上
ジ
ア
股
閥
節
嚢
ノ
前
面
－
一
達
ス

Y
方
法
－
一
ジ
ア
、
住
田
氏
亦
股
開
節
抑
制
直

ノ
手
術
ニ
本
法
ヲ
推
奨
セ

y
。

股
関
節
脱
臼
整
復
並
園
田
授
働
手
術
Z
於
ケ
ル
余
ノ
皮
膚
切
開
法

大
腿
骨
頭
ガ
揃
昨
日
寓
内
－
一
存
在
γ
ア
強
直
ヲ
起
セ

Y
際
ト
、
股
日
韓
一
復
ノ
場
合
ト
λ

自
カ
－
フ
其
皮
切
方
向
ヲ
異
一
一
ス

Y
A
明
カ
ナ
呼
ノ
。
然
V

V
モ
余
ノ
皮
切
方
法
A

雨
者
－
一
向
ツ
ア
全
ク
同
↓
ノ
前
方
弓
吠
皮
切
ヲ
石
ブ
モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
唯
雨
者
一
一
向
ッ
ア
其
部
位
ヲ
異
一
一
ス

Y

ノ
ミ
ナ

η
ノ。

手
術
－
一
際
シ
ア
A

患
者
A

健
側
ヲ
下
－
一
手
術
憂
上
－
一
宇
横
臥
ノ
姿
勢
ヲ
採
－
フ
ジ
ム

Y

ヲ
便
ト
ナ
ス
。
余
ノ
皮
切
ノ
根
本
義
A

稗
臼
前
線
中

第
四
倉

F『

臨

際、4

吉
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四
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一
一
八
）

央
部
ト
大
轄
子
ヲ
通
過
ス

Y
前
下
方
一
一
面
セ

Y
弓
版
切
開
ヲ
行
フ
ェ
ア

y
、
而
シ
ア
通
常
大
韓
子
ヨ
リ
一
乃
至
二
糎
下
方
－
一
皮
切
ヲ
延
長
セ
シ

ム

Y
ヲ
以
－
ア
原
則
ト
ナ
ス
。
（
附
岡
第
二
闘
第
一
線
牽
照
）
勿
論
強
度
ノ
脱
臼
－
一
ア
大
腿
骨
顕
並
－
一
大
韓
子
ガ
著
ジ
ク
轄
位
セ

Y
ガ
如
キ
場
合

二
刑
法
ヲ
貫
施
ス

Y

コ
ト
能
A

ズ
、
斯
カ

Y
際
－
一
ふ
酔
臼
前
線
中
央
部
ト
大
腿
骨
頭
ト
ノ
中
間
部
－
一
－
ア
精
々
前
方
ヨ

y
皮
切
ヲ
始
メ
、
大
特
子

－
了
向
ツ
ア
、
是
ニ
法
セ
ズ
ジ
ア
下
方
－
一
屈
折
ス

Y
ガ
如
キ
弓
朕
切
開
ヲ
行
プ
モ
ノ
ト
ス
。
（
附
国
第
二
岡
第
二
線
委
照
）
従
ッ
ア
骨
頭
轄
位
ノ

程
度
－
一
ヨ

2
ア
皮
切
部
位
毛
亦
異
ナ

Y
道
理
ナ
リ
。

阪
－
一
文
献
ノ
傑
下
－
一
一
越
ペ
タ

Y
如
ク
古
来
股
開
節
手
術
－
一
際
シ
ア
皮
膚
切
開
ノ
部
佼
方
向
ニ
閥
ス

Y
様
式
ノ
多
積
ナ

Y
A
、
一
面
該
手
術
ノ

至
難
ナ

Y

7
物
語
Y
モ
ノ
ニ
シ
ア
、
深
部
－
一
存
在
ス

Y
股
関
節
ノ
手
術

A
皮
切
方
向
ノ
如
何
－
一
ヨ
リ
ア
手
術
操
作
ノ
難
易
－
一
影
響
ス

Y

コ
ト
甚

大
ナ

p
。

設
ニ
従
来
行
A

レ
タ
Y
諸
術
式
投
－
一
余
ノ
術
式
－
一
就
キ
ア
皮
膚
切
開
方
法
ノ
利
害
得
失
ヲ
批
判
ス

Y

ニ
先
立
チ
、
昭
一復
並
－
一
一
時
働
手
術
－
一
緊

要
ナ
Y
保
件
ヲ
遮
プ
レ
バ

一
、
容
易
二
稗
臼
－
二
連
ジ
得
－
フ
M
F

、
コ
ト
、

二
、
大
腿
骨
頭
ノ
剥
離
容
易
ナ
Y

コ
ト
、

三
、
大
韓
子
ノ
剥
離
容
易
ナ
Y

コ
ト
、

問
、
股
動
、
静
脈
二
一
割
ジ
ア
可
成
的
接
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